
「志シート」の活用にあたって
教育活動の様々な場面で活用できますので，その一例を紹介します。

授業での活用例

道徳の時間で

・みやぎの先人集「未来への架け橋」の学習の時

・副読本で「自分の特徴に気付く」，「進んでみんなのた

めに働く」などを扱った時

→振り返りの場面などでの活用が考えられます。

総合的な学習の時間で

社会体験活動（自然体験，ボラン

ティア体験，職場体験等）や将来の

生き方を考える学習等での活用が考

えられます。

各教科で

・国語や社会で人物の生き方を

学習した時

・職業について学習する時

→生き方や職業に関連する学習

（活動）内容での活用が考え

られます。

学級活動で

「夢・目標」「現在及び将来の生き方を考える題

材」等の学習での活用が考えられます。

進路指導用参考資料など，保護者との情報共有や小中連携の資料

としても活用することができます。

〈参考〉 夢や目標は成長とともに変わるものです。志シートで子供の変化を

捉え，個別の励ましや声掛けにつなげてみてはいかがでしょうか。

子供が夢に向かって頑張っている時，つまずいた時など，子供の実態に応じて，志シートを振り返って

みることも考えられます。

「志シート」の電子データを宮城県教育庁義務教育課のホームページからダウンロードできます

ので，表紙に画像を入れたり，学校名を入れたり，内容やレイアウト等を自由に変更して御活用い

ただけます。


